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カ
ニ
1

カ
ネ

し
た
竹
紫
・
そ
取
っ
て
耳
鼻
の
聞
に
挟
み
之
を
験
と
し
一
に
操
る
と
元
来
京
都
将
司
願
寺
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
↑
カ
ネ
ガ
マ
ル
鐘
ヶ
丸
純
管
制
比
三
州
志
に
、
銃

た
。
家
康
乃
ち
呼
ん
で
恨
の
才
師
賦
と
い
う
た
。
後
髪
一
が
知
ら
れ
、
附
し
て
火
災
に
縫
っ
た
跡
が
特
別
で
あ
-
或
は
か
況
に
作
る
。
大
塑
寺
城
市
の
出
丸
で
一
段
高
〈
、

を
剃
っ
て
京
都
に
隠
棲
し
、
竹
葉
狩
才
入
と
援
し
一
る
か
ら
、
元
治
元
年
間
寺
焼
亡
の
後
こ
L
に
移
さ
れ
一
束
は
坂
‘
そ
の
下
は
特
よ
け
で
あ
る
と
す
る
。
交
問

た
o

才
臓
が
自
ら
利
家
と
の
闘
係
を
記
し
た
も
の
に
一
た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
部
故
報
考
に
は
、
鈴
ヶ
丸
は
越
前
の
方
か
ら
見
れ
ば

詩

文

日

記

が

あ

る

。

一

ハ

究

)

願

成

寺

の

錆

l
江
沼
都
大
塑
寺
町
願
成
寺
の
も
一
官
謎
の
左
に
在
り
、
交
官
謎
の
左
に
石
常
山
が
あ
る
o

カ
-
-
デ
ラ
蟹
寺

J
エ
イ
ゼ

y
ジ
永
純
寺
。
一
の
は
、
砿
化
三
年
の
殴
銀
に
臨
す
る
が
、
羽
遺
以
前
一
躍
長
一
点
年
の
役
に
前
川
利
長
の
軍
銃
ヶ
丸
に
向
か
う

カ

--z
・
ワ
ギ
ン
加
入
銀
加
賀
務
に
於
い
て
箆
一
の
銘
文
を
刻
し
‘
『
子
時
寛
永
十
六
年
己
卯
阿
川
町
五
-
上
一
て
雄
作
抑
し
、
本
陣
脅
石
堂
山
に
布
い
た
と
記
す
る
o

政
三
年
七
局
か
ら
諸
士
に
貸
奥
し
た
制
建
銀
を
い
一
句
駅
前
十
方
制
那
、
治
工
越
前
凶
器
胤
住
訓
A
H
仁
左
一
カ
ネ
ヨ
ア
リ
ア
キ
ラ
金
子
有
菱
石
川
郡
一
鶴
来

ふ
。
町
人
の
側
人
と
し
て
加
入
約
諾
し
た
る
銀
高
だ
一
衛
門
尉
藤
原
忠
明
、
加
賀
附
際
原
朝
間
後
際
才
次
郎
一
の
人
で
、
械
は
偽
村
文
は
絢
獄
、
訴
は
有
姿
、
逝
癖

け
そ
、
町
曾
腕
翻
謹
方
質
所
か
ら
引
足
し
て
俗
説
と
一
一
陣
之
者
也
、
定
次
判
』
と
あ
っ
て
、
こ
の
後
隙
才
次
↑
吉
次
・
劉
助
、
学
は
仲
豹
又
は
君
仲
と
い
う
た
o
有

し
、
之
脅
希
望
の
士
に
貸
附
し
た

ιの
で
あ
る
。
一
郎
は
隣
金
工
で
あ
り
、
九
谷
焼
の
創
始
に
慰
問
あ
る
一
斐
一
一
十
俄
段
で
不
幸
二
た
び
締
結
の
災
に
椴
・
り
、
一

カ
ネ
鐘
ハ
一
〉
永
党
寺
の
錆

l
鹿
島
郡
酒
井
永
一
後
藤
才
次
郎
と
同
人
と
せ
ら
れ
る
o
し
か

L
十
六
年
一
た
び
内
政
に
脅
し
た
が
錫
に
、
家
資
猟
ど
潟
縦
し
た

党
寺
の
宇
鏡
は
、
『
能
州
制
谷
山
永
光
寺
侍
灯
院
館
、
一
問
中
冬
は
、
滞
#
.
前
倒
利
治
が
入
部
し
た
前
で
、
才
次
一
が
、
そ
の
頃
M
州
仰
木
曹
に
齢
ん
で
、

ω一
敏
明
祇
屋
一

動
化
抱
一
一
莱
球
、
本
願
院
中
市
大
路
、
文
明
四
壬
民
七
月
一
郎
が
金
鍔
か
ら
按
探
せ
ら
れ
て
そ
の
地
に
赴
い
た
も
一
家
の
後
何
時
脅
得
、
昨
や
下
し
て
終
を
講
じ
た
。
そ
の

朔
日
』
と
陰
刻
し
だ
も
の
で
、
加
能
二
凶
現
存
の
も
一
の
と
す
れ
ば
、
捌
か
早
き
に
失
す
る
感
が
あ
る
o
碍
一
京
に
上
り
、
皆
川
渋
川
の
門
に
尽
ぶ
こ
と
を
得
た
の

の
弘
中
最
も
古
い
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
何
腕
で
鎖
一
銘
の
際
何
か
関
越
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
一
J

旬
、
亦
こ
の
人
等
の
助
資
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ

遣
せ
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
ハ
六
〉
本
一
部
品
す
の
錆
1
l

江
泊
郡
大
明
寺
町
本
塁
荏
、
一
た
o
腕
凶
一
後
は
小
松
で
教
授
し
、
覧
政
六
年
春
郷
鵬
首

公一
U

千
光
寺
の
鏑
l
千
光
寺
は
飛
関
岡
大
野
郡
で
あ
一
前
記
願
成
寺
に
隣
接
す
る
が
、
こ
L

の
錆
に
も
『
抱
一
集
義
武
の
成
る
に
及
ん
で
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
在
勤

る
が
、
そ
こ
の
鏑
に
は
『
元
文
十
五
年
内
午
小
春
日
二
永
十
八
一
士
午
惑
玄
英
良
目
、
越
前
凶
育
問
部
芝
原
村
一
十
年
の
後
文
化
元
年
に
務
の
老
院
今
枝
氏
に
聡
せ
ら

沙
捕
弘
服
、
大
工
能
州
中
井
住
藤
原
川
崎
次
郎
左
衛
一
窪
金
屋
典
三
兵
衛
有
原
朝
間

E
一
京
、
施
主
十
方
同
一
那
二
れ
て
館
者
と
な
り
、
安
保
十
一
年
十
二
月
汁
四
日
八

門
吉
久
』
と
あ
っ
て
、
岡
京
都
中
民
鎚
物
師
の
作
品
一
加
賀
江
沼
郡
大
勝
持
本
議
寺
常
住
、
照
明
治
俊
、
自
一
十
ご
歳
-P一
以
て
金
鍔
に
夜
し
た
。
諸
都
に
は
、
務
経

で
あ
る
o

一
州
佐
藤
原
朝
日
間
後
藤
才
次
郎
隣
之
、
定
次
刊
』
と
あ
一
制
限
沢
容
・
巾
服
飾
一
容
・
孫
子
伐
何
三
容
・
箆
足
掛

会
一
〉
本
光
寺
の
鎖

l
羽
咋
郡
羽
咋
本
光
寺
の
錆
は
、
一
る
。
十
八
年
な
ら
ば
如
何
に
も
才
次
郎
が
時
さ
う
で
一
抱
一
…
怨
・
白
山
続
開
例
記
入
念
・
白
山
史
倒
解
締
・
文

も
と
背
能
寺
の
も
の
を
移
し
た
の
で
あ
b
‘
背
能
寺
一
あ
る
が
、
こ
れ
は
叉
干
支
や
・
壬
午
と
鈍
っ
て
ゐ
る
の
一
範
・
詩
飽
・
随
鉱
山
各
一
容
が
あ
る
o

は
胤
京
都
穴
水
に
在
っ
た
川
豊
守
十
六
坊
の
一
つ
で
一
で
こ
の
騎
に
疑
問
が
残
さ
れ
る
。
…
カ
ネ
コ
イ
へ
ユ
キ
金
子
家
・
之
逝
癖
右
京
亮
。

あ
っ
た
。
『
大
工
中
井
前
前
金
右
衛
門
藤
原
清
久
、
一
カ
ネ
ウ
ラ
築
基
加
賀
の
刀
工
。
木
下
氏
。
際
一
前
川
利
長
に
召
即
さ
れ
て
百
一
此
十
石
-P・
領
し
、
路
長

小
工
背
見
兵
右
衛
門
政
請
、
永
路
九
年
内
弓
二
月
廿
一
右
衛
門
衆
延
の
子
や
・
五
郎
助
衆
裂
と
い
ひ
、
衆
市
民
と
一
十
七
年
波
し
た
。
子
探
制
綴
い
だ
が
、
八
代
十
郎
左

七
日
』
な
ど
a
h

陰
刻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
狸
随
一
切
る
。
天
一
止
頃
。
そ
の
子
に
彦
九
郎
が
あ
り
、
加
州
一
街
門
忠
一
服
二
百
五
十
石
荷
受
け
‘
文
化
三
年
七
月
四

中
に
揮
す
る
中
跨
鍛
造
の
最
も
古
い
も
の
で
あ
ら
一
住
際
原
粂
裂
と
切
る
。
点
手
頃
。
そ
の
末
は
誕
締
L
↑
日
出
奔
し
て
家
断
絶
し
た
。

ぅ

。

一

た

。

一

カ

ネ

コ

ウ

ヂ

金

子

氏

鍛

出

場

制

限

師

。

勝

木

椛

太

ハ
回
〉
東
本
願
寺
別
院
の
鐙

l
金
棒
な
る
東
本
願
寺
一
カ
ネ
ウ
ヱ
袋
植
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
粂
植
一
夫
氏
家
か
ら
京
代
に
常
る
市
兵
衛
民
政
以
下
を
い

則
院
の
質
は
、
突
実
十
九
年
三
周
廿
六
日
と
陽
錨
せ
一
と
切
り
、
麗
畏
頃
な
る
と
、
加
州
大
理
寺
住
乗
植
と

7
中
。
↓
カ
ツ
キ
ウ
ヂ
勝
木
民
。

一
九
二

寛
文
三
年
前
削
綱
紀
の
小
々
鮮
と
な
っ
て
、
新
知
ご

百
五
十
石
を
領
し
、
十
年
百
.hそ
加
へ
大
小
将
に
斑

し
、
表
御
納
戸
奉
行
そ
純
て
、
辛
保
二
年
九
月
十
三

日
六
十
九
接
点
官
以
て
残
し
た
。

カ
ネ
ヨ
シ
ュ
ン
金
子
篤
謡
得
意
造
‘
訴
は
向
、

縦
訓
酬
は
そ
の
獄
。
鶴
村
の
子
で
、
棋
や
・
増
烏
閥
附
に

割
問
ひ
、
儒
を
以
て
滞
の
老
院
今
枝
氏
に
仕
へ
、
附
年

中
風
を
病
み
、
雨
後
軒
と
観
し
た
。
文
久
一
一
一
年
十
一
一

月
三
十
日
夜
、
手
年
七
十
一
。

カ
ネ
コ
セ
イ
金
子
惚
訴
は
館
、
後
清
と
殴
む
。

字
は
子
誠
、
活
稽
古
口
減
・
清
三
郎
、
携
は
松
澗
。
概
蛸

金
子
簡
の
子
。
加
賀
滞
の
大
夫
今
枝
氏
に
仕
へ
た
。

初
め
京
附
の
巽
遜
朔
に
型
び
、
交
江
戸
に
赴
い
て
縫

脅
藤
森
天
山
に
受
け
、
安
政
六
年
そ
以
て
金
稼
に
邸

っ
た
。
後
奥
越
の
織
に
従
ひ
、
県
校
教
師
・
金
保
鯨

鹿
等
と
な
っ
た
。
明
治
八
年
十
こ

nサ
こ
日
夜
、
享

年
四
十
一
一
一
?

カ
ネ
コ
ソ
ジ
ヨ
ウ
金
子
楚
常
石
川
滞
納
衆
の

俳
人
。
金
子
氏
系
純
に
、
三
代
七
郎
右
衛
門
元
隊
十

三
年
四
用
サ
二
日
死
、
そ
の
こ
男
吟
市
俳
名
楚
常
、

元
機
元
年
戊
.
民
七
月
七
日
死
、
行
年
二
十
六
、
法
白

翻
何
者
宗
と
あ
る
が
、
七
日
は
二
日
の
設
で
あ
る
。
北

技
の
編
し
た
卯
民
集
は
楚
常
の
稿
本
に
補
訂
脅
加
へ

た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
鐙
除
湿
悼
の
矯
に
し
た
句

集
は
後
人
こ
れ
そ
楚
拍
手
間
草
と
い
ひ
、
現
に
併
は

っ
て
ゐ
る
。

カ
ネ
ヨ
ツ
求
ヤ
ス
金
子
綬
保
謡
構
撤
右
衛
門
。

寛
永
十
一
一
一
年
前
間
利
常
に
仕
へ
て
御
射
手
と
な
り
、

十
六
年
新
知
三
百
石
宥
領
し
、
後
弓
料
況
十
石
・
小

一
眼
科
五
十
石
や
・
賜
は
り
、
究
交
流
年
夜
し
た
。

カ
ネ
ヨ
マ
ザ
会
ケ
金
子
韮
武
遇
制
情
吉
田
兵
衛
.

世
に
諌
b
て
吉
平
に
作
る
。
突
は
能
美
郡
牧
島
に


